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 ＜トピックス＞ 

（１） 世界売上、上位５００社、中国勢が躍進 

 

■２０２２年版の世界企業番付「フォーチューン・グローバル５００」が発表され、中国企業 

１４５社がランクインした。これは各社の年度売上高を基に作成しており、国別の企業数で

は中国が最も多く、トップ１０社のうち４社は中国企業であった。また中国企業の売上高が

５００社の売上高に占める割合は３１％となり、初めて最多となった。過去２０年を振り返る

と、ランクインした企業数は１０倍以上に増えている。 

 

■一方、中国企業の利益率が低いことも浮き彫りとなった。これは金融以外の中国企業や、

ランクインしている国有企業の利益率が低い傾向にあることが主な要因となっており、 

フォーチューンの中国版は、高付加価値化を進めるには、民間企業の一層の成長が必要

と指摘し、中国の産業界が継続的な発展を遂げるうえでは他分野で有力企業が育つ必要

があるとの見方を示した。 

 

（２） 農村部の収入が増加の流れ ２０５０年に約半数が中間所得層に 

■中国農村部の収入が今後増え、都市部との格差が縮む流れにある。中国政府系シンクタ

ンク、中国社会科学院農村発展研究所によると、農村部住民１人当たりの２０３５年の平

均可処分所得が、２０２１年の１万８９３１元（約３７万円）比で約２．３倍（４万２８０１元、約

８３万円）、２０５０年が約５．４倍（１０万２５７６元、約２００万円）にそれぞれ増え、２０５０

年には中間所得層（注）が農村部全体の半数に迫ると予測した。同研究所は、「都市部と

農村部の消費格差が２０３５年に１．３倍まで縮小し、２０５０年には目立った差がなくなる」

とみている。 

 

（注）中国国家統計局は現在、年間の世帯収入が１０万～５０万元（約２百万円～１０百万円）を中間所得層

と位置付けている。 
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■農村部住民のエンゲル係数（家計支出に食費が占める比率）は下がり続け、２０３５年は 

２６．５％、２０５０年は２０．３％にまでそれぞれ下落すると予測した。２０１６年の３２．２％

から目立って下がり、支出がその分、他の消費に向かうことになる。２０５０年には医療や

老後、生活保障などといった社会保障の分野でも都市部と農村部の格差が基本的に解

消され、公共サービスが全国的に均一化されると指摘した。 

 

■下沈市場（３級都市＝地方都市以下の地域と農村部）は中国全人口の７割近くを占める。

これまでは沿海部大都市の１級都市や地方大都市の２級都市が国内の消費をけん引し

ていたが、今後は農村部でも製品・サービスに高い質を求める動きが強まると予想され、

日系企業の商機が拡大しそうだ。 

 

（３） 鉄鋼業の業況悪化、上半期利益は５５％減 

 

■中国で鉄鋼業の経営環境が悪化している。中国鉄鋼工業協会はこのほど、同協会会員

企業の２０２２年上半期（１～６月）の利益総額が前年同期比５５．５％減の１０３４億元（約

２兆円）だったと発表した。減少幅は１～３月（２５．８％）から大きく拡大した。 

 

■同協会は業況悪化の要因について、新型コロナウイルス感染拡大により華東地域・華北

地域が大きな影響を受けたほか、不動産・自動車・建設機械・家電等業界の景気悪化に

よる鋼材需要減が大きかったとしている。 

 

■第３四半期については、鉄鋼消費の大幅増加は見込めないものの、緩やかに改善すると

の見方を示した。インフラ投資の効果が現れるほか、不動産市況が安定してきたこと、自

動車市況が上向いていること、造船業界が未消化の受注を十分に保有していることなど

が追い風になるとみている。 
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■ <相場情報> 

 

（為替相場） （出所： Thomson Reuters、Close Rate）  2022年 

項目 2022/8/1 2022/8/2 2022/8/3 2022/8/4 2022/8/5 

1USD/RMB 6.7674  6.7499  6.7565  6.7485  6.7607  

1USD/JPY 131.61  133.16  133.86  132.85  134.97  

1RMB/JPY 19.4624  19.5343  19.8700  19.7426  20.0260  

1RMB/HKD 1.1600  1.1630  1.1618  1.1632  1.1611  

項目 2022/8/8 2022/8/9 2022/8/10 2022/8/11 2022/8/12 

1USD/RMB 6.7505  6.7525  6.7230  6.7445  6.7425  

1USD/JPY 135.00  135.13  132.87  133.00  133.48  

1RMB/JPY 19.9461  19.9884  19.6990  19.6843  19.8169  

1RMB/HKD 1.1629  1.1625  1.1671  1.1631  1.1621  

 

（株式市場） （出所： Thomson Reuters）  2022年 

項目 2022/8/1 2022/8/2 2022/8/3 2022/8/4 2022/8/5 

上海総合  3,259.96   3,186.27   3,163.67   3,189.04   3,227.03  

深圳総合  2,202.49   2,138.17   2,117.19   2,135.33   2,166.01  

ＮＹダウ  32,798.40   32,396.17   32,812.50   32,726.82   32,803.47  

日経平均  27,993.35   27,594.73   27,741.90   27,932.20   28,175.87  

項目 2022/8/8 2022/8/9 2022/8/10 2022/8/11 2022/8/12 

上海総合  3,236.93   3,247.43   3,230.02   3,281.67   3,276.89  

深圳総合  2,183.22   2,188.49   2,180.83   2,216.98   2,207.06  

ＮＹダウ  32,832.54   32,774.41   33,309.51   33,336.67   33,761.05  

日経平均  28,249.24   27,999.96  27,819.33 -   28,546.98  

 

（人民元基準金利） （出所：中国人民銀行ＨＰ） （年利、％）  

普通預金 定期預金 貸出（ＬＰＲ） 

利率 期間 利率 期間 利率 

0.35 

 

3 ヶ月 1.10 1年 3.70 

6.3  6 ヶ月 1.30 1年～5年 要相談 

 1年 1.50 5年以上 4.45 

 

 

 2年 2.10   
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